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概要 
（100～150 字程度） 

今年度は新規バイオマーカーNE-WY の有用性を検討した。

NE-WY は敗血症発症後で高値を示し、病態改善と共に低下し

た。また、白血球数、NE-WY、CRP を比較した際に治療効果

による炎症改善の反映は NE-WY が早く、病態の改善を素早く

感知できると考えられた。敗血症以外で NE-WY が高値を示し

た検体の検討では G-CSF 投与、新生児の出生時があげられた。 
研究目的 
（300 字程度） 

我々は独自開発した eukaryote-made thermostable DNA 
polymerase（特許第 5583602 号），Tm mapping 法（特許第

4590573 号，国際特許 EP1997886）および細菌数の定量方法（特

許第 7023465 号）により、敗血症の起炎菌を 4 時間以内に同定か

つ定量する検査法を開発した。この試験運用では敗血症血液検体

（4 ml）中の起炎菌の同定、および定量を行うが、菌をペレット

化して用いるため、残りの血漿、および白血球等を含む血球は全

て廃棄している。 
本研究の目的は、上記のように現在廃棄している検体の血漿や

血球を有効活用し、敗血症における血漿中のサイトカインや白血

球の自然免疫応答（シグナル伝達）を解析することで、将来的に

敗血症検査に有用となる免疫応答を見出すことである。これらの

検体は臨床データと共に起炎菌の同定と定量の情報があるため、

敗血症の自然免疫応答の解析に有用な試料となり得る。 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

今年度は敗血症の経時的モニタリングにおける新規バイオマ

ーカーNE-WY（好中球領域の蛍光分布幅指標）の有用性の検

討、敗血症以外で NE-WY が高値を示した検体を検討した。 
解析症例として、敗血症と診断され敗血症の定義(Sepsis3)を



満たした敗血症症例 25 例中、再燃等を除く敗血症と敗血症性

ショックを合わせた 18 症例、敗血症を含む感染症症例以外で

NE-WY が高値を示した G-CSF 投与 4 例、新生児 10 例を対象

とした。また、症例数の少ない炎症再燃時、トシリズマブ使用

時、新生児における敗血症は個々で解析を行った。解析方法と

して、各症例の白血球数、NE-WY、CRP を総合電子カルテ、

検体検査システムで調べ、当日の病態を解析し、経時的モニタ

リングを行った。 
その結果、敗血症、敗血症性ショック時における経時的モニ

タリング結果では、発症前と比較し、発症後で NE-WY は高値

を示し、病態改善と共に低下した。また、白血球数、NE-WY、

CRP を比較した際に治療効果による炎症改善の反映は NE-
WY が早く、病態の改善を素早く感知できる可能性が考えられ

た。なお検討した全例は敗血症発症から改善した結果である。 
敗血症以外で NE-WY が高値を示した検体の検討では G-

CSF 投与、新生児の出生時があげられた。まず G-CSF 投与で

は、投与前と比較し投与期間中で NE-WY が高値を示した。G-
CSF 投与期間終了後の NE-WY は正常値へと低下した。過去

の報告より G-CSF 投与による NE-WY の影響が示唆されてい

たが、経時的モニタリングによる NE-WY への影響は確認され

ておらず、今回の検討で確認できた。次に新生児の出生時では

感染徴候がなく、CRP が低値でも NE-WY が全ての症例で 700
以上と高値であり、数日かけて正常値付近へと低下した。 

炎症再燃時では白血球数、CRP よりいち早く NE-WY が高

値を示した。トシリズマブ使用時での CRP は偽陰性化し、NE-
WY は炎症を反映し高値を示した。新生児における敗血症では

出生後まもなくは NE-WY が敗血症の有無に関わらず高値を

示すためバイオマーカーとして不適であった。しかし出生後数

日経過し NE-WY が低下した後の再度 NE-WY 上昇は炎症を

反映していた。 
以上に関し、北海道大学にて 2 回の研究打合せを行った。 
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